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Kz2102-01

第１章　ファンコイルユニットの概要

新晃工業㈱　朝田　満

　１－１　ファンコイルユニットの概要
　ファンコイルユニットは、各部屋もしくは各
ゾーン毎に設置され、冷凍機やボイラ等の冷温
水熱源機器により、冷温水の供給を受け、室内
空気を冷却減湿または加熱することにより冷暖
房を行うユニットである。オフィスビルをはじ
め、ホテル、病院等の大規模な建築物から一般
住宅、店舗等の小規模な建築物まで各用途に応
じて使用されている。
　本来、ファンコイルユニットはペリメータゾ
ーン（窓際付近）をはじめ、室内の顕熱負荷を
処理することを目的に使用されている。
　近年、快適性の向上、高静圧化、省エネ化、

高効率化、低騒音化、信頼性の向上、省メンテ
ナンス化が求められ、これに対応できる機能を
備えたユニットが製品化されている。

　１－２　ファンコイルユニットの形式
　ファンコイルユニットは設置場所により天井
設置形式と床設置形式に分類される。
　天井設置としては、カセット形、天井吊り隠
ぺい形、天井吊り露出形に代表されるタイプが
あり、床設置としては、床置き隠ぺい形、床置
き露出形、ローボイ隠ぺい形、ローボイ露出形、
超ローボイ隠ぺい形、超ローボイ露出形等のタ
イプがある。第１図に設置状況を示す。

第１図　ファンコイルユニット設置状況

ファンコイルユニット編
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ファンコイルユニット編　第１章　ファンコイルユニットの概要…⑵

　⑴　天井設置形式
　天井設置形式は、ホテルや病院の個室など
で、できるだけ床面を有効利用したい時や、床
面据え付けができない場合に最適な形式であ
る。
　意匠によって、露出形と隠ぺい形が選択可能
である。
　また、吸込口と吹出口が天井パネル１枚に設
置され、吹出角度や吹出方向（１方向、２方向、
４方向）の選択ができるカセット型があり、配
管の位置により、右配管、左配管のいずれかを

選択が可能である。
　カセット形（２方向吹き出し）（第２図）、天
井吊り隠ぺい形（第３図）、天井吊り露出形（第
４図）を示す。
　近年、高齢化社会が進んでおり医療機関、老
人医療施設等が担う役割が大きくなっている
為、病院４床の温度調整を個別に制御できるフ
ァンコイルユニットも製品化されている。
　第５図に病院用ファンコイルユニット（天井
吊りカセット形４方向吹出）を示す。このユニ
ットは、誘引型吹出口形状と風量調整ベーンの

第２図　カセット形（２方向吹き出し）ファンコイルユニット　構成図

第３図　天井吊り隠ぺい形ファンコイルユニット　構成図

KZ2021-02本文.indb   2KZ2021-02本文.indb   2 2021/01/19   11:532021/01/19   11:53



3

ファンコイルユニット編　第１章　ファンコイルユニットの概要…⑶

採用により、部分負荷時にベーンを絞り、吹出
速度を上げると同時に空気の誘引量を増やすこ
とで、定格負荷時と変わらない送風量と気流到
達距離の確保が可能で、各床の個別スイッチに
て風量調整が行える。
　⑵　床設置形式
　床設置形式は、窓下や壁面に設置し、天井設
置形式と同様に露出形か隠ぺい形が選択可能で
あり、配管の位置により、右配管、左配管のい

ずれかを選択が可能である。
　また、背が低いローボイ形がある。
　床置き露出形（第６図）、床置き隠ぺい形（第
７図）、ローボイ露出形（第８図）を示す。
　さらに、ロビーや展示場などの大空間でも高
いインテイア性を実現化した丸形ファンコイル
ユニット（第９図）や、大容量形ファンコイル
ユニット（天井吊り隠ぺい形）（第10図）もある。

第４図　天井吊り露出形ファンコイルユニット　構成図

第５図　病院用ファンコイルユニット（天井吊りカセット形）　構成図
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ファンコイルユニット編　第１章　ファンコイルユニットの概要…⑷

第６図　床置き露出形ファンコイルユニット　構成図

第７図　床置き隠ぺい形ファンコイルユニット　構成図

第８図　ローボイ露出形ファンコイルユニット　構成図
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　１－３　注意事項
　⑴　選定上の注意事項
　①　結露対策
　湿度が高い場所や、天井内へのユニット設
置、低温吹出、設計コイル列数が多数列、小風
量等の場合は、次の様な対策を設計時から考慮
する必要がある。
　⒜�　ファン停止と同時にコイル内への冷温水
の供給が停止する様な対応が必要である。

　⒝�　第１表に示す露付き試験条件より厳しい
条件で使用する場合は、ファンコイルユニ
ット本体の断熱性能アップ等の対策を要す
る必要性が出てくる為、メーカーに確認を
要する。

第９図　丸形ファンコイルユニット　構成図

第10図　大容量ファンコイルユニット（天井吊り形）　構成図

第１表　露付き試験条件

項目 試験条件
冷水入口温度 ５℃
吸込空気条件 DB�27℃　WB�24℃　RH�78%
運転 低速運転で４時間連続運転
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ファンコイルユニット編　第１章　ファンコイルユニットの概要…⑹

② メンテナンススペースの確保
天井吊り隠ぺい形や床設置隠ぺい形など、ユ

ニットを閉空間に設置する場合は、設計時よ
り、エアフィルタの清掃、ドレンパンの清掃等
のメンテナンスを行うスペースを確保する必要
がある。
③ 供給熱源に関して
ユニットを多数設置する場合は、全てのユ

ニットへの供給水量が要求水量を満足する様に
配管方式や定水量弁の設置などを考慮する必要
がある。
④ 最適設計
近年、快適環境の要求が高まり、従来の要求

事項である温湿度環境以外にも清潔、静粛な空
間が求められている。利用目的の異なるさまざ
まな環境へ対応できる設計が必要となる。
⑤ 能力、騒音等の確認
同一ユニットでも設置場所、周囲環境、使用

条件により能力、騒音、電力量等が変動するの
で設計時から考慮する必要がある。
⑵ 施工上の注意事項
ファンコイルユニットの設置、取扱い上の主

な注意点を以下に示す。
① ユニットは水平に設置
冷房運転時の凝縮水が水漏れしない様にする

必要がある。
�② 床、天井、壁などのユニットを設置する
部分は十分荷重に耐える構造であること
�③ 接続配管は、保冷、保温、結露発生防止
の為、充分な断熱施工をすること
また、天吊り隠ぺい形のダクト接続部でリー

クしない様に施工すること。リークがある場合
は、騒音の発生や室内に冷温風が到達できない

ことがある。
⑶ 運用上の注意事項
�① 運転前に水配管、ドレン配管は、漏水が
ない様に検査を実施
② 運転前の配管内、コイル内の空気抜き
騒音発生原因にもなるため、試運転時やコイ
ル交換後の運転時に実施。コイル配管ソケット
上部に空気抜き弁を設けてあり、容易に作業が
可能である。
③ コイル内の水抜き
冬期に運転停止時に、凍結のおそれがある場
合、循環ポンプにて水を循環する等の凍結防止
対策を実施する。
④ エアフィルタの設置
エアフィルタが確実に設置されていないと、

ユニット内部が汚れ、コイル目詰りの原因とな
り、能力、風量に影響を及ぼす。
　また、室内の空気清浄度にも影響を及ぼす。
⑤ 室内気流分布の確認
室内気流分布の偏流等が無い様に吹出グリル
や吹出ベーン（カセット型）で気流分布が均等
になるように調整する。
⑥ 供給電源および電気、通信配線の確認
電源仕様や電気、制御用の通信配線の誤配線
がない様に注意する。電動機の故障や電動弁の
動作不良の原因となる。また、通信異常により
ユニットが動作しない場合がある。

朝田　満
　新晃工業㈱　技術本部　研究開発部　副部長

筆者紹介
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ファンコイルユニット編　第２章　ファンコイルユニットの主要構成部品とその機能…⑴

Kz2102-02

新晃工業㈱　朝田　満

　２－１　ファンコイルユニットの構造
ファンコイルユニットは、ケーシング内に送

風機（ファン）、電動機（モータ）、熱交換器（コ
イル）、エアフィルタ、ドレンパンを内蔵した
ユニットで、露出型は外板にて構成されている。
吹出グリル、吸込グリル等は機種により組み

込まれている。
カセット形ファンコイルユニットは送風機、

熱交換器、ドレンパンを内蔵した本体ユニット
とエアフィルタ、吹出口、吸込口を備えた天井
パネルとで構成され、天井パネルのみ室内から
見える。吹出口は客先用途により、１方向、２
方向以上の機器がある。

　２－２　主要構成部品とその機能
⑴ 送風機（ファン）
一般に、シロッコファンと呼ばれる多翼送風
機が使用される。シロッコファンは空調機にも
多く採用されており、ファン効率は50%前後で
ある。風量が大きくなる程、電流値・軸動力が
増大する。
⑵ 電動機（モータ）
一般に単相誘導電動機が使用されている。
単相誘導電動機は、単独では始動トルクが得
られない為、コンデンサにて始動、トルクを与
えて運転する。
　また省電力化に効果がある直流電動機（DC
ブラシレスモータ）が使用されていることもある。
⑶ 熱交換器（コイル）
　銅管にアルミニウムの薄い板（フィン）を圧

着したプレートフィン型が使われている。使用
状況に応じた能力を発揮する様に列数や水の流
し方を工夫している。
　配管方式として、一般に２管式（１コイル）
が多く用いられている。
　第１図に２管式（１コイル）および４管式（２
コイル）の配管方式を示す。
２管式は冷暖兼用コイルに夏期は冷水（５～
９℃）を流して冷房を行い、冬期は温水（35
～60℃）を流して暖房を行う方式である。
　４管式は冷却コイルと加熱コイルを別々に分
離した方式で、負荷変動の激しいペリメータゾ
ーンの年間空調に適している。

第２章　ファンコイルユニットの
 主要構成部品とその機能

ファンコイルユニット編

第１図　熱交換器（コイル）配管方式

ファンモータ
２管式（夏期：冷水・冬期：温水）

ファンモータ
４管式（冷却コイル＋加熱コイル）
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　また、ユニットの熱能力を維持しつつ、少水
量にて冷温水温度差を大きくとることで冷温水
の搬送動力を低減が可能な高温度差少水量によ
る方式が汎用化しつつある。
⑷ エアフィルタ
一般に、洗浄可能なサランネットやナイロン

性不織布をろ材とした粗じんフィルタが標準装
備されている。
　また、機種によっては必要な清浄度を実現で
きるように、中性能フィルタなどの各種フィル
タを使用することもある（月刊「建築設備と配
管工事」2021年１月号、２月号「特集：建築
設備関連フィルタユニットの最新動向」もご参
照ください）。
⑸ ドレンパン
ファンコイルユニット内部に減湿冷却時に発

生するドレン水が滞留しないよう適度な勾配を
もち、防錆処理、耐食処理が施される。
⑹ ケーシング
配管接続や保守点検および清掃ができる構造

で、外板および外装パネルは、鋼板製を使用し
ている。冷風に接する面には結露防止の為、飛
散防止の表面処理したグラスウールまたは、発
泡樹脂材を貼付けている。
カセット形ファンコイルユニットの天井パネ

ルの材質は、鋼板、または合成樹脂板とし、吹
出口は、気流方向の調整が可能で、脱落しない
構造となっている。
⑺ 操作スイッチ
一般に各ユニットには発停と風量調整を兼ね

た操作スイッチを装備している。
　操作スイッチは、コイルを通過する風量を切
替て能力を変化させる方式であり、一般によく
用いられている。無段階制御と段階制御（Hi、
M、Loの３段階）がある。
　床設置露出形は本体に、床設置隠ぺい形およ
び天井吊形は壁面などに操作スイッチを設置で
き、簡単に操作できるようになっている。
⑻ 制御機器

　第２図に水側と空気側双方を理想的に制御す

るファンコイルユニットコントーラを示す。手
元コントローラとパワーユニットで構成され、
遠方（中央監視盤など）からの発停制御・監視
の他、集中コントローラを接続することで、テ
ナント毎のグループ管理が可能なコントローラ
機器である。
　さらに複数台の連動制御も可能である。
　風量制御は、室内センサまたは還気温度セン
サと連動することにより、風量を可変し能力を
制御する方式であり、水量制御は、バルブ開度
を変化させ、コイルに流れる水量を制御する方
式である。
⑼ その他組込部品
その他組込部品として以下のものがある。
① 冷温水量を調整する定流量弁、流量調整
弁、電動２方弁、フレキシブルチューブ等
や配管ユニットのバルブ関連機器。

② 設置位置の関係で排水が困難な場合に使
用するドレンポンプ、Cトラップ。

③ 稀ではあるが、天井吊り隠ぺい形ファン
コイルユニットにおいて、水気化式加湿器
などを組込む場合もある。

第２図　ファンコイルユニットコントローラ

朝田　満
　新晃工業㈱　技術本部　研究開発部　副部長

筆者紹介
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ファンコイルユニット編　第３章　機器選定と機器能力表・機器一覧表…⑴

Kz2102-03

新晃工業㈱　朝田　満

　３－１　機器選定
　一般にファンコイルユニットは冷房能力に
よって決定される場合が多い。
ファンコイルユニットの選定に必要な項目を
下記に示す。
① ユニット型式
床設置形か天井吊形の選択
室内露出形か埋込形の選択

② 室内（吸込）空気条件
冷房時の乾球温度、湿度
暖房時の乾球温度

③ 必要冷房能力（全熱量／顕熱量）
④ 必要暖房能力（全熱量）
⑤ 冷温水条件
冷房時：冷水入口温度、温度差、水量
暖房時：温水入口温度、温度差、または

水量
⑥ 風量（冷房、暖房時同一風量）
その他
⑦ 許容騒音値（dBまたはNC値）
⑧ 空気清浄度
⑨ 制御方法
手動制御か自動制御の選択
風量制御か水量制御の選択
さらに単体制御か連動制御の選択

ファンコイルユニットは、同一ユニットでも
冷温水温度、水量、風量等の条件によって能力
が異なるので注意が必要である。
　一例としてファンコイルユニットの選定を行
う。

　冷房運転時
　＜要求性能＞
　形式：天井吊り隠ぺい形
　　機外静圧　15Pa（Ｈiノッチ運転）
　　入口空気　�乾球温度：27℃��

湿球温度：19.5℃
　　入口水温　７℃　　水温上昇値　５℃
　　必要全熱量　qt=4.98kW
　　必要顕熱量　qs=3.61kW
① 第１表に示す冷房能力表より、必要冷房
能力を満足し、冷水温度差が5℃以上とな
る、ユニットサイズ600型を選定する。
② 冷房能力表より、必要冷房能力を満足す
る水量を比例配分により求める（全熱量に
て計算して）。

　ｗ�＝（15－10）×（4.98－4.68）/（5.18－4.68）+10
＝13.0L/min
③ この時の水温上昇値を求める。
Δtw＝qt/（Cp×w×ρ）×60×1,000
　　ここで、
　　　qt�：全熱量［kＷ］＝4.98
　　　Cp�：水の比熱［kJ/（kg･K）］=4.186
　　　w�：水量［L/min］＝13.0
　　　ρ� ：水の密度［kg/m3］≒1,000
　　Δtw�＝4.98/（4.186×13×1,000）×60×1,000

≒5.5�℃
④ 顕熱量qsは、②で求めた水量13.0L/min
を基に比例配分により求める。

　qs�＝（3.84－3.64）×（13.0－10）/（15－10）＋3.64�
＝3.76kＷ

 第３章
機器選定と機器能力表・機器一覧表

ファンコイルユニット編
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ファンコイルユニット編　第３章　機器選定と機器能力表・機器一覧表…⑵

第１表　冷房能力表一例

第２表　暖房能力表一例
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ファンコイルユニット編　第３章　機器選定と機器能力表・機器一覧表…⑶

⑤ 水量13.0L/minの時の水圧損失は、水量
13.0L/minを基に比例配分により求める。

　ΔPw＝�（27.2－13.5）×（13.0－10）/（15－10）�
＋13.5≒21.7kPa

　次に、冷房運転時と同一風量、同一水量での
下記運転条件下での暖房能力を確認する。
　入口空気　乾球温度：22℃
　入口水温　50℃　冷房運転時と同一水量
　必要全熱量　qt=5.70kＷ
　第２表に暖房能力表を示す。

① 冷房運転時と同一水量（13.0L/min）で
の暖房能力は水量の比例配分により求め
る。

　Qt�＝（5.95－5.67）×（13.0－10）/（15－10）＋5.67�
≒5.84kW

　３－２　能力一覧表と機器一覧表
　第３表にファンコイルユニット能力表を示
す。これは、客先からの要求設計仕様に対する
機器選定結果を一覧表にまとめたものである。

第３表　ファンコイルユニット能力表

第４表　ファンコイルユニット機器一覧表
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ファンコイルユニット編　第３章　機器選定と機器能力表・機器一覧表…⑷

　能力表の左側に客先からの設計仕様値および
運転条件を記載している。能力表右側には設計
仕様に適合した機器を選定した結果を記載して
いる。設計仕様条件の項目は、冷房・暖房時の
吸込空気条件（乾球温度（DB）、湿球温度（WB）、
冷温水温度）とそれぞれの冷房能力値（顕熱、
全熱）、暖房能力値、天井吊り隠ぺい形ファン
コイルユニットの様に機外静圧が必要の場合は
機外静圧値、台数が記載され、右の欄には設計
仕様の能力に適合したユニットの設計仕様での
選定結果を示す。
　記載項目として、形式－サイズ、機外静圧が
必要である場合はその値、設計仕様条件での風
量、冷房能力、暖房能力、水量、水圧損失、
Ｈiノッチ運転時の消費電力、電流値、騒音値
（各値は、運転状況、条件より変動する。その
ため、設置場所での運用を考慮した設計仕様の
設定が重要である）を示す。

　第４表にファンコイルユニット機器一覧表を
示す。これは、納入現場の各系統毎のユニット
形式、台数、配管勝手、組込み部品の定流量弁
の型式、電動２方弁の個数と水常用圧力、電源
等の仕様を示す。

朝田　満
　新晃工業㈱　技術本部　研究開発部　副部長

筆者紹介
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ファンコイルユニット編　第４章　ファンコイルユニットの関連試験方法…⑴

Kz2102-04

新晃工業㈱　朝田　満

　４－１　�ファンコイルユニットの�
関連試験方法

ファンコイルユニットの性能評価試験に関す
る規定・規格を以下に示す。
　JIS規格では、JIS�A�40082018「ファンコイル
ユニット」で、ファンコイルユニットの全般（種
類、性能、構造および外観、材料、試験、検査、
表示）について規定している。
　（公社）空気調和・衛生工学会のSHASE-S�114-2011

「空調機器騒音測定方法」では、空調機器から
の放射音音圧レベル測定方法について規定して
いる。
　その他に、日本冷凍空調協会（JRA）の、「JRA�
4035-2012�ファンコイルユニット取扱説明書標準
記載要領」は、JIS�A�4008に規定する施工者用
取扱説明書および使用者用取扱説明書の標準記
載要領について、各機器メーカーが共通して記
載することが望ましい基本的な記載事項を整理
したものである。
　JIS�A�4008 2018「ファンコイルユニット」に
記載されている試験項目は以下の通りである。
① 風量試験
② 消費電力試験
③ 冷房能力および暖房能力試験
④ 通水抵抗試験
⑤ 露付き試験
⑥ 凝縮水排水試験
⑦ コイル漏れ試験
⑧ 音響パワーレベル試験
ファンコイルユニットの性能は、以下に述べ

る試験方法にて試験し、第１表の規定に適合し
なければならない。

① 風量試験
風量測定は、チャンバおよび補助送風機、マ
ノメータを用い、オリフィスまたはノズルの前
後差圧を測定し、風量換算するか、気体用流量
計にて風量を算出する。

第４章
ファンコイルユニットの関連試験方法

ファンコイルユニット編

第１表　ファンコイルユニットの性能に関する規定�

項目 性能
風量 定格風量の97%以上

消費電力

定格消費電力［W］ 許容差
30以下 125%以下

30を越え100以下 120%以下
100を越え1,000以下 115%以下

冷房能力（全熱量能力） 定格冷房能力の97%以上
暖房能力 定格暖房能力の97%以上
通水抵抗 定格通水抵抗の110%以下
露付き ⑤露付き試験項目参照

凝縮水の排水 凝縮水を円滑に排水し、ユニット
外を濡らさないこと

各
部
温
度

冷房および
暖房運転時における
電動機巻線

絶縁の種類 温度℃
A種絶縁 100以下
Ｅ種絶縁 115以下
Ｂ種絶縁 120以下

絶縁抵抗 1MΩ以上
絶縁耐力 異常がないこと
コイルの漏れ 漏れおよび異常がないこと
音響パワーレベル
（Ａ特性　�

音響パワーレベル）
表示騒音値の＋2dB以下
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ファンコイルユニット編　第４章　ファンコイルユニットの関連試験方法…⑵

　ダクト接続するものには所定の機外静圧を加
えて試験を行う。
　また、エアフィルタ、空気入口、出口グリル
が標準装備として装置されている場合は、これ
らの部品を装備して試験を行う。
　第２表に定格風量試験条件を示す。
　第１図に風量試験装置概略図を示す。
② 消費電力試験

　風量試験測定時に電動機その他標準装置電気
品を含めたファンコイルユニットの消費電力を
測定する。
③ 冷房能力および暖房能力試験

　第２図に天井吊り隠ぺい形を、第３図にカ
セット形の冷房能力および暖房能力試験概略図
を示す。

　第３表に示す試験測定条件にて恒温室（温度
湿度が安定的に提供できる試験室）にて各種空
気温湿度、出入口水温、凝縮水温、給水量、凝
縮水量、消費電力等を測定し、能力を算出する。

第２表　定格風量測定条件

入口空気
条件

乾球温度［℃］ 20
相対湿度［％］ 65
絶対圧力［kPa］ 101.3

給水状態 給水しない

風量調節器の設定位置 公称設定位置
の時とする

出入口空気
の静圧差

空気を直接吸込み、直接吹
出す ０±2Pa

ダクト接続形で、機外静圧
を表示するもの

表示機外静圧
±5Pa

第１図　風量試験装置　概略図（天井吊り隠ぺい形）

第２図　冷房・暖房能力試験装置概略図（天井吊り隠ぺい形）
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ファンコイルユニット編　第４章　ファンコイルユニットの関連試験方法…⑶

⑴ 冷房能力の算出
・試験状態における冷房能力（全熱量）

　q1=Cp×Mw×（twc2－twc1）－W

　　q1�：試験状態における冷房能力［kW］
　　Cp�：�平均水温（twc2＋twc1）/2に対する�

水の比熱［kJ/（kg･K）］
　　Mw�：水の質量流量［kg/s］
　　twc2�：冷水出口温度［℃］
　　twc1�：冷水入口温度［℃］
　　W�：�冷房能力試験時のファンコイル�

ユニットの消費電力［kW］
・試験状態における冷房能力（顕熱量）

　qs=q1－［2,465＋1.84（t1DB－tc）］×Qc

　　qs�：試験状態における冷房顕熱能力［kW］
　　q1�：試験状態における冷房能力［kW］

　　t1DB�：入口空気乾球温度［℃］
　　tc�：凝縮水温［℃］
　　Qc�：凝縮水量［kg/s］
・標準状態における冷房能力

　qt=（q1＋W）×（（19－7）/（t1WB－twc1））n－W

　　qt� ：定格冷房能力［kW］
　　q1�：試験状態における冷房能力［kW］
　　t1WB�：冷房試験時の入口空気湿球温度［℃］
　　twc1�：冷水入口水温［℃］
　　n� ：�定数（1.00～1.25）�

ユニット毎に異なる
��※�同一ユニットを用いて冷温水温度、
入口空気湿球温度を可変させ、複
数の能力試験から求める。

　　W�：�冷房能力試験時のファンコイル�
ユニットの消費電力［kW］

第３表　定格冷房能力および定格暖房能力測定条件

入口空気条件
冷房時

乾球温度� ［℃］ 27
湿球温度� ［℃］ 19

暖房時 乾球温度� ［℃］ 20

給水の状態
冷房時

入口水温� ［℃］ 7
温度上昇注１）�［℃］ ５、７、８、10

暖房時
入口水温� ［℃］ 60
通水量 冷房時と同一水量注２）

風量調節器の設定位置 冷房・暖房時とも
公称設定位置とする。
但し、供給電圧は、定格電圧±2％とする。

注１）冷水の温度上昇は、５、７、8、10℃差の内のいずれかで、供試品毎に製造業者の指定値とする。
２）定格冷房能力試験において、冷水温度上昇が５、７、８、10℃差となる水量と同一水量。

第３図　冷房・暖房能力試験装置概略図（カセット形）
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ファンコイルユニット編　第４章　ファンコイルユニットの関連試験方法…⑷

⑵ 暖房能力の算出
・試験状態における暖房能力

　qh’=Cp×Mw×（twh1－twh2）+W

　　qh’�：試験状態における暖房能力［kW］
　　Cp�：�平均水温（twh2＋twh1）/2に対する�

水の比熱［kJ/（kg･K）］
　　Mw�：水の質量流量［kg/s］
　　twh1�：温水入口温度［℃］
　　twh2�：温水出口温度［℃］
　　W� ：�暖房能力試験時のファンコイル�

ユニットの消費電力［kW］
・標準状態における暖房能力

　qt=（qh’－W）×（（60－20）/（tWh1－th1DB））＋W

　　qt� ：定格暖房能力［kW］
　　qh’�：試験状態における暖房能力［kW］
　　tWh1�：温水出口温度［℃］
　　th1DB�：�ファンコイルユニット�

入口空気乾球温度［℃］
　　W� ：�暖房能力試験時のファンコイル�

ユニットの消費電力［kW］
④ 通水抵抗試験
通水抵抗試験は冷房能力試験測定時に出入口

水の圧力と水量を測定し、次式によって算出す
る。
　定格通水量の算出
　Mw=（qt＋W）/（Cp×（twc2－twc1））
　Qw=60×1,000×Mw/ρ
　　Mw�：水の質量流量［kg/s］
　　qt� ：定格冷房能力［kW］
　　W� ：�冷房能力試験時のファンコイル�

ユニットの消費電力［kW］
　　Cp�：�平均水温（twc2＋twc1）/2に対する�

水の比熱［kJ/（kg･K）］
　　twc2�：冷水出口温度［℃］
　　twc1�：冷水入口温度［℃］
　　Qw�：定格通水量［L/min］
　ρ� ：平均水温に対する水の密度［kg/m3］

・定格通水抵抗
Hp=Hp’×KW
　　HP�：定格通水抵抗［kPa］
　HP’�：冷房試験状態における通水抵抗［kPa］
　　KW�：�平均冷水温度に対する�

通水抵抗補正係数（第４図）

⑤ 露付き試験
露付き試験は第４表に示す試験条件にて、第

５図に示す試験装置を用い、ファンコイルユ
ニットが最も結露しやすい状態で安定後、４時
間連続運転を行い目視にて露付き状態および付
着した露がファンコイルユニット外に滴下しな
いか、流れ出さないか、または吹出さないこと
を確認する。

⑥ 凝縮水排水試験
露付き試験と同一試験条件で風量調節器の設

定位置を最高に設定し、凝縮水が最大になる条
件で運転する。安定後４時間連続運転を行い、
凝縮水の排水状況（凝縮水が円滑に排水し、

第４図　通水抵抗補正係数　KW
平均冷水温度［℃］

1.08

1.04

1.00

0.96

0.92通
水
抵
抗
補
正
係
数
　
K W

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

第４表　露付き試験条件

入口および周囲温度
乾球温度［℃］ 27±１
湿球温度［℃］ 24±0.5

給
水
の
状
態

冷水の出入口温度差
による区分 入口水温［℃］ 出口水温

5K形 5±0.5 9℃以下
7K形 5±0.5 11℃以下
8K形 5±0.5 12℃以下
10K形 5±0.5 14℃以下

風量調節器の設定位置 設定し得る最低の位置とする。
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ファンコイルユニット編　第４章　ファンコイルユニットの関連試験方法…⑸

ファンコイルユニット外に濡れていない
か）を目視にて確認する。
⑦ コイル漏れ試験
コイルの通水部に空気、窒素または水
を用いて機器が表示する最高使用圧力以
上の圧力を加えて、漏れおよび異常が無
いことを確認する。
⑧ 音響パワーレベル試験
ファンコイルユニットの騒音試験に関

しては、旧規格（JIS�A�40082008）は、無
響室または、自由音場の条件を満たし、
暗騒音の十分小さい場所で、床だけが反
射面とみなされる大きな部屋または屋外
で、クラス２の普通騒音計またはクラス
１の精密騒音計を用い、ユニット各面から1.0m
の離れた位置（ m）での騒音レベル（聴感補
正回路はA特性）で測定している。
　新規格は、ファンコイルユニットを定格周波
数および定格電圧の下で、二つの試験方法によ
る音源から放射される音響を、A特性音響パワ
ーレベルとして求める。
　ⅰ）�半無響室法による測定方法（表面音圧レ

ベルと測定表面面積から算出する方法）
a）半球面フレームによる測定方法
b）直方体面フレームによる測定方法

　ⅱ）�残響室法による測定方法
a）残響時間を用いた測定方法

� �残響室内での残響時間（音圧レベル
が60dB減衰するまでの時間）と残響
室内平均音圧レベルから算出する方法

b）�基準音源の音響パワーレベルと比較
する測定方法

　旧規格は、ダクト接続方式により機外静圧を
有する機器は所定の機外静圧を加えた時の定格
運転時の騒音レベル測定であったが、新規格で
は、ダクトを設けず、機外静圧を掛けない状態
での運転時の騒音値となる。
　第６図に残響室法による試験装置概略図を示
す（JIS�A�40082018抜粋）。

＜参考文献＞
⑴ JIS�A�40082018『ファンコイルユニット』，（一財）日本規格
協会
⑵ JIS�A�40082008『ファンコイルユニット』，（一財）日本規格
協会

第５図　露付き試験装置概略図（天井吊り隠ぺい形）

第６図　残響室における音響パワーレベル測定方法（例）
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